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概要 
ワーキングメモリとは短期的にものごとを保持する能力、ひいてはそれに対して処理
を加える能力のことである。ワーキングメモリは、計画を立て実行するなど人間の目標
志向的行動のために不可欠な認知機能であり、人間を人間たらしめる能力の一つと言え
る。そのため、ワーキングメモリの神経基盤を明らかにすることは神経科学や心理学の
主要な目標の一つである。 
 では、ワーキングメモリは脳内でどのように実現されているのだろうか。それを知る
手がかりの一つが注意機能にあると私は考える。なぜなら、後述するように注意能力と
ワーキングメモリ能力のあいだには相関関係があるなど、これらの能力の間には深い関
係性があると考えられているからだ。本レビューでは、注意とワーキングメモリの関係
性について検討した論文を調査した。対象は 2010年以降に発表された、ハイインパク
トなジャーナルの論文とした。 
 
注意能力とワーキングメモリ能力の関連 
 2016年に Cerebral Cortex誌で報告された論文では、注意機能がワーキングメモリ
の基盤となっていることを検討した[1]。本論文では、高齢者に視覚性ワーキングメモリ
課題をおこなってもらい、その保持中に適切に注意機能を促すような刺激を一瞬呈示す
ると、ワーキングメモリ課題のスコアが向上することを報告している。このことは、ワ
ーキングメモリの実現において注意機能は基礎となっていることを示唆する。 
 さらに、2019年に Nature Human Behaviour誌に掲載された論文では、注意課題と
ワーキングメモリ課題をミックスした課題をおこなうことでそれらの関連性を検討し
た[2]。その結果、ワーキングメモリ課題のスコアが低下しているタイミングでは、同様
に注意課題のスコアも低下していた。さらに、全体を通してのワーキングメモリスコア
が高い参加者ほど注意課題のスコアも高いことが明らかになった。これは注意機能とワ
ーキングメモリとの間に深い関連性があることを強く示唆している。 
 
注意とワーキングメモリで共通する脳活動 
 2010年にNeuroImageに掲載された論文では注意機能を要する課題とワーキングメ
モリ課題中の脳活動を機能的MRIにより検討している[3]。これによれば、両課題とも
に共通して頭頂葉（Intraparietal sulcus, IPS）の賦活が見られた。このことは注意と
ワーキングメモリが共通の神経基盤を有していることを示す。 



 類似した結果は多く報告されており、例えば 2016年に Cerebral Cortex誌に掲載さ
れた論文では、言語性ワーキングメモリも空間性ワーキングメモリも同様に、頭頂葉を
主とする背側注意ネットワークの活動が共通して見られたことを報告している[4]。 
  上記は機能的MRIを用いた比較的マクロな、かつヒトを対象とした研究であったが、
サルを対象としより詳細な脳活動を検討した研究もある[5]。2017 年に Nature 
Communications 誌に掲載された論文では視覚的注意課題中および視覚的ワーキング
メモリ課題中のサルの一次視覚野の詳細な脳活動を検討した。具体的には、大脳皮質の
6層構造それぞれにおける電気的な活動を解析した。結果、両課題ともに類似して一次
視覚野表層および第 5層に対してトップダウン入力が見られることが明らかになった。
このことは、注意機能においてもワーキングメモリにおいても、前頭葉などの高次の脳
領域から低次に感覚領域に対してトップダウン入力をおこなうことで実現されている
ことを示唆し、同様にこれらの共通性を裏付けるものである。 
一方で、注意とワーキングメモリの相違点を検討した論文もある。2013 年に

NeuroImage誌に掲載された論文では、ワーキングメモリ難易度（保持するアイテムの
数）を上げた場合と注意課題難易度（阻害刺激の量）を上げた場合の脳活動の変化を検
討した[6]。結果、ワーキングメモリ難易度に伴って活動増加が見られたのは背外側前頭
前野（Dorsolateral prefrontal cortex, DLPFC）であり、注意課題難易度に伴って活動
増加が見られたのは主に下前頭回（Inferior frontal gyrus, IFG）であった。このことか
ら、これらの領域の機能的役割を検討することが、ワーキングメモリと注意機能の共通
性や相違点を解明する上で重要であると考えられる。 
 
注意欠陥多動性障害（ADHD）とワーキングメモリ 
 ADHD とは注意能力に欠け落ち着きがなくなるといった症状を呈する発達障害であ
る。2015年に NeuroImage Clinical誌に掲載された論文では、複数種類のワーキング
メモリ課題中の脳活動を機能的 MRI により計測することで、92.5%という従来よりも
高い精度で ADHDの患者を分類できることが報告されている[7]。この研究は、ワーキ
ングメモリと ADHD、ひいては注意機能との関連性の高さを示唆する。 
 さらに 2019 年に NeuroImage Clinical 誌に掲載された論文では、ADHD の患者は
健常者に比べワーキングメモリ能力が有意に低下していることを確認し、それと関連す
る脳活動を脳波計測により検討している[8]。それによれば、ADHDの患者は注意機能
に関わる脳活動である N2pcと呼ばれる脳波の振幅が低下しており、それに伴いワーキ
ングメモリに関わる脳活動であるCDAと呼ばれる脳波が減衰していることが示された。
このことも同様に、ADHD や注意機能とワーキングメモリの関連性の深さを示唆する
ものである。 
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